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子モデル。GFI（Goodness of Fit Index）と RMSEA 
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所感覚に関する先行研究に引き続き（岸・諸井，2011; 諸井・




















































































群とした（高群 m=3.84，SD=.17，N=95; 低群 m=2.91，





























































平均値 SD （a） （b）
他の人たちが経験している「出来事」との比較 3.32 0.70 .85 .60
今までに経験した「出来事」との比較 3.58 0.70 .86 .63
「出来事」の記憶 3.22 0.88 .74 .48






















表3-a 大学における居場所感覚尺度に関する因子分析（最尤法，プロマックス回転〈k =3〉）の結果 
―回転後の因子負荷量―
当該因子負荷量 当該因子負荷量
〔Ⅰ. 自己存在肯定感〕 〔Ⅲ. 自己疎外感〕
uni_e_4 大学には，私と気持ちが通じ合う人がいる。 被 .82 uni_a_7 大学にいると，私は自分だけ孤立している感じがする。 疎 .82
uni_e_10 大学には，私のことを気にかけてくれる人がいる。 被 .76 uni_c_5 大学では，私は一人ぼっちの感じがする。 疎 .81
uni_b_5 大学には，私の存在を認めてくれる人がいる。 被 .76 uni_c_8 大学にいると，私はさびしくなる。 疎 .75
uni_a_2 大学には，私を本当に理解してくれる人がいる。 被 .75 uni_f_5 大学では，私はまわりの人の輪になかなか入れない。 疎 .70
uni_b_10 大学には，私を大切にしてくれる人がいる。 被 .71 uni_d_1 大学には，私の居場所がない感じがする。 疎 .65
uni_d_9 大学では，私が支えとなっている人がいる。 有 .70 uni_c_2 大学にいると，私は落ち込みがちになる。 疎 .61
uni_d_8 大学には，私を受け入れてくれる人がいる。 被 .69 uni_d_4 大学では，私の考えや悩みを誰にも分かってもらえない感じがする。 被 .58
uni_a_8 大学には，私の悩みを聞いてくれる人がいる。 被 .68 uni_f_8 大学にいても，私は自分らしさを出せない。 疎 .58
uni_b_6 大学には，私と同じ考え方や価値観をもっている人がいる。 被 .67 uni_f_1 大学にいると，私はまごつくことが多い。 疎 .49
uni_a_3 大学に私がいないと，さびしがる人がいる。 残 .64 uni_a_10 大学では，私には共感できないことが多い。 残 .47
uni_f_6 大学では，私のことを必要とする人がいる。 有 .60 uni_a_4 大学は，私にとって居心地が悪い。 残 .45
uni_a_9 大学に私がいないと，困る人がいる。 有 .59 uni_f_10 大学では，私はまわりの人から受け入れられていない気がする。 疎 .43
uni_e_5 大学では，私は頼りにされている。 有 .44 〔Ⅳ. 自己没入感〕
uni_c_10 大学では，私は心から泣いたり笑ったりできる。 精 .42 uni_f_3 大学にいても，私には得るものがないような感じがする。 *没 -.74
uni_c_6 大学では，誰かに役立つことができる。 有 .41 uni_d_7 大学にいても，私は何もすることがない。 *没 -.68
〔Ⅱ. 精神的安定感〕 uni_d_10 大学では，私自身を見つめることができない。 *没 -.56
uni_d_5 大学にいると，私はほっとできる。 精 .82 uni_f_2 大学にいると，私はやりがいを感じる。 没 .53
uni_e_8 大学にいると，私は安定した気持ちになる。 精 .80 uni_b_8 大学では，私自身のことについて考えることができる。 没 .48
uni_e_1 大学にいると，私はくつろげる。 精 .77 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
［因子相関］ Ⅰ *** .57 -.51 .34
Ⅱ *** -.51 .46
Ⅲ *** -.34
uni_a_5 大学にいると，私はリラックスできる。 精 .75
uni_c_3 大学にいると，私は安心できる。 精 .69
uni_b_1 大学にいると，私は幸せを感じる。 精 .66
uni_c_9 大学にいると，私は居心地がいい。 精 .61
uni_b_7 大学にいると，私は楽しくなる。 精 .56
uni_f_9 大学では，私は自由な感じがする。 残 .56
uni_e_7 大学にいると，私は生き生きとできる。 精 .55
uni_d_6 大学にいると，私は自分自身を実感できる。 残 .48
uni_e_2 大学にいると，私は自分を見失わないでいられる。 残 .43
uni_d_2 大学には，いたくないと思う。 *残 -.43










〔Ⅰ. ネガティブ関係対処〕 〔Ⅲ. 解決先送り対処〕
cope_a_6 その人と話をしないようにした。 ネ .90 cope_a_4 この出来事を気にしないようにした。 先 .82
cope_b_9 その人を避けた。 ネ .86 cope_b_7 この出来事をあまり考えないようにした。 先 .81
cope_a_2 その人と関わり合わないようにした。 ネ .83 cope_a_8 この出来事にこだわらないようにした。 先 .73
cope_b_1 その人と友だちづきあいをしないようにした。 ネ .68 cope_c_5 この出来事は忘れるようにした。 先 .54
cope_b_5 その人のことを無視するようにした。 ネ .67 cope_b_3 その先何とかなると思った。 先 .51
cope_d_1 その人と適度な距離を保つようにした。 ネ .59 cope_c_8 こんなものだと割り切った。 先 .49
cope_c_6 その人のことを受け入れるようにした。 *ポ -.50 cope_d_2 自分は自分，人は人と思った。 先 .43
cope_c_4 その人とは表面上のつきあいをするようにした。 ネ .46 〔Ⅳ. 他者受け入れ対処〕
〔Ⅱ. 自己成長対処〕 cope_a_9 その人と積極的に関わろうとした。 ポ .77
cope_b_4 この経験で何かを学んだと感じた。 ポ .79 cope_a_5 その人ともっと話をするようにした。 ポ .77
cope_c_3 自分自身が人間として成長したと感じた。 ポ .68 cope_b_8 その人の良いところを探そうとした。 ポ .52
cope_a_3 これも社会勉強だと思った。 ポ .68 cope_a_7 自分自身の存在の良いところを訴えた。 ポ .49
cope_b_2 自分自身のことを見つめ直した。 ポ .66 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
［因子相関］ Ⅰ *** -.04 .10 -.45
Ⅱ *** .13 .27
Ⅲ *** .11
cope_c_9 自分自身の悪いところを反省した。 ポ .51







平均値 標準偏差 （a） （b） （c）
〔大学における居場所感覚〕
Ⅰ.自己存在肯定感 2.88 ab 0.52 α =.93 .55～ .76 0.08，p=.005
Ⅱ.精神的安定感 2.83 b 0.57 α =.94 .57～ .79 0.07，p=.035
Ⅲ.自己疎外感 1.93 c 0.55 α =.91 .50～ .76 0.09，p=.001
Ⅳ.自己没入感 2.95 a 0.56 α =.81 .52～ .64 0.11，p=.001
［反復測定分散分析］ F（1.77，337.89）=148.64*，p=.001
〔対人ストレス対処〕
Ⅰ.ネガティブ関係対処 2.55 b 0.81 α =.88 .43～ .83 0.07，p=.038
Ⅱ.自己成長対処 2.76 ab 0.73 α =.81 .47～ .68 0.10，p=.001
Ⅲ.解決先送り対処 2.86 a 0.67 α =.81 .43～ .70 0.09，p=.001







（c）: 分布の正規性検定 : Kolmogorv-Smirnovの検定に対する Lillieforsの修正値



































平均値 標準偏差 独立した t 検定
〔対人ストレス対処〕
Ⅰ.ネガティブ関係対処 高群 2.71 0.84 t（190）=2.78，p=.006
低群 2.39 0.74
Ⅱ.自己成長対処 高群 2.75 0.83 t（172.84）=-0.16，ns.
低群 2.77 0.61
Ⅲ.解決先送り対処 高群 2.64 0.73 t（168.45）=-4.86，p=.001
低群 3.08 0.51
Ⅳ.他者受け入れ対処 高群 1.71 0.66 t（190）=-3.57，p=.001
低群 2.06 0.72
〔大学における居場所感覚〕
Ⅰ.自己存在肯定感 高群 2.88 0.55 t（190）=-0.04，ns.
低群 2.88 0.49
Ⅱ.精神的安定感 高群 2.81 0.58 t（190）=-0.43，ns.
低群 2.85 0.56
Ⅲ.自己疎外感 高群 1.93 0.58 t（190）=0.15，ns.
低群 1.92 0.53
Ⅳ.自己没入感 高群 2.95 0.58 t（190）=-0.22，ns.
低群 2.96 0.54




















































Ⅰ. 自己存在肯定感 Ⅱ. 精神的安定感 Ⅲ. 自己疎外感 Ⅳ. 自己没入感
Ⅰ. ネガティブ関係対処 -.08 -.09 .10 -.07
Ⅱ. 自己成長対処 .23 a .15 c .04 .06
Ⅲ. 解決先送り対処 .09 .05 .01 -.04
Ⅳ. 他者受け入れ対処 .09 .09 .06 -.02
N=192








Ⅱ.自己成長対処 β =.23 p=.001
R2 =.05 p=.001
従属変数 Ⅱ.精神的安定感
Ⅱ.自己成長対処 β =.15 p=.036
R2 =0.02 p=.036
N=192
ステップワイズ法（投入基準 p<.05; 除去基準 p>.10）
β : 標準化偏回帰係数 ; R2: 決定係数
有意な規定因が見出された結果のみ表示






















































矢印: 標準化パス係数[*以外すべてp<.001; *p<.05  ] 





































（2）データの統計的解析にあたって，IBM SPSS Statistics 
version 26.0.0.1 for Windows と IBM SPSS Amos 
version 26.0.0 for Windowsを利用した。
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interpersonal stress coflictual social interactions
social confict problematic social interactions
negative interactions social rejection
social undermining negative social interactions
conflicted support network interpersonal obstacles
negative support disregard
social stressors social network upset
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付表1　対人ストレス対処尺度における残余項目
cope_a_1 その人の考えや気持ちをもっと知ろうとした。
cope_b_6 その後もその人にあいさつをするように心がけた。
cope_c_1 このことをまわりの友だちに相談した。
cope_c_2 何もせず，自然の成り行きに任せた。
cope_c_7 まわりの人たちと接触しないようにした。
cope_d_4 その人のほうが悪いと，まわりの人たちにしゃべった。
cope_d_5 たくさんの友だちをつくることにした。
cope_d_6 その人の鼻を明かすようなことを考えた。
cope_d_7 その人に自分自身の意見を言うようにした。
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